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 1.背景・目的 

 スピネル型 V 酸化物は興味深い物性を示すこと

が知られている。MnV2O4 は多くの先行研究がな

されており、57K 付近で構造相転移と軌道整列が

同時に起こることが知られている [1]。一方、

FeV2O4 は逐次構造相転移が起こることが知られ

ているものの十分な理解に至っていない。しかし

Feの一部をMnで置換すると、立方晶から正方晶

への構造相転移のみを起こすことが知られており

[1]、その基底状態は FeV2O4と同じと考えられる。

そこで Fe0.4Mn0.6V2O4 の単結晶を作製し、その物

性を調べた。Fe0.4Mn0.6V2O4は TN1=78K でフェリ

磁性転移と立方晶から正方晶への構造相転移が、

TN2=41K では正方晶歪の大きさの変化と磁性の異

常が観測されている。 

 

2.実験方法 

 原料である Fe、Mn3O4、V2O3、Fe2O3を Fe2O3

のみ化学量論比の 1.4倍に増量し混合、焼結するこ

とで多結晶試料を作成し、その後フローティング

ゾーン法で単結晶試料を作製した。 

 

3.結果と考察 

 光学反射率の測定結果を Fig.1 に示す。40K と

30K の間に反射率の大きな差があることがわか

る。光学反射率を変換することで得られた光学伝

導度をFig.2に示す。1.7eV付近にピークが見られ、

このピークは V3+のMottギャップ励起によるもの

である。各温度の光学伝導度と 300K における光

学伝導度の差分を Fig.3に示す。光学伝導度のピー

クが TN1 において低エネルギー側にシフトしてお

り、TN2においてはピークの強度が増加している。

転移点以下でのピークの低エネルギー側へのシフ

トはフェリ磁性転移に見られる特徴であり[2]、転

移点以下でのピークの強度の増加は軌道整列した

際に見られる特徴である[3]。したがって、TN1 で

の変化はフェリ磁性転移であるが、TN2で軌道整列

をしているのではないかと考えられる。 
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Fig.1 光学反射率の温度依存性 
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Fig.2 光学伝導度の温度依存性 

 

 
Fig.3 300Ｋにおける光学伝導度との差分 

 


